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も く じも く じ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
「
日
本
の
た
め

の
祈
り
」
が
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
た
。

1
9
8
9
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
最
高
指
導
者
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
法
王
14
世
は
、
4
月
29
日
に
予
定
を
変
更

し
て
急
遽
、
来
日
し
、
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲

者
の
た
め
の
49
日
法
要
を
行
わ
れ
た
。
法
要
後

の
講
演
で
法
王
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

「
私
を
は
じ
め
チ
ベ
ッ
ト
人
は
、
50
年
間
に

も
わ
た
り
、
厳
し
い
試
練
を
く
ぐ
り
抜
け
、
そ

れ
を
糧
と
し
て
力
を
つ
け
て
き
た
。
そ
し
て
、

こ
の
試
練
を
悟
り
の
道
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
は
66
年
前
に
、
敗
戦
に

よ
り
国
土
が
廃
墟
と
化
し
、
し
か
も
、
二
度
、

原
子
爆
弾
を
投
下
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に

厳
し
い
試
練
か
ら
見
事
に
立
ち
直
り
、
現
在
の

繁
栄
を
築
き
上
げ
て
き
た
。
今
度
の
東
日
本
大

震
災
か
ら
も
、
見
事
に
立
ち
直
る
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
」
と
。

私
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
14
世
と
は
「
仏

教
と
科
学
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
何
度
も
対
談

し
て
い
る
が
、
今
回
の
法
王
の
講
演
か
ら
も
勇

気
を
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
、
以
下
の
文
章
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
14
世
か
ら
の
最
新
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
。《

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
》

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
下
さ
い
／
ど
の
よ

う
な
困
難
に
ぶ
つ
か
ろ
う
と
／
決
し
て
あ
き
ら

め
な
い
で
下
さ
い
／
よ
り
よ
い
心
を
育
み
／
思

い
や
り
ぶ
か
い
ひ
と
で
あ
れ
／
身
近
な
友
人
の

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
命
を
慈
し
み
な

さ
い
／
も
う
一
度
言
い
ま
し
ょ
う
／
決
し
て
あ

き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
／
ど
の
よ
う
な
状
況

に
お
か
れ
よ
う
と
も
／
あ
な
た
の
周
り
で
何
が

起
こ
ろ
う
と
も
／
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で
く

だ
さ
い
。

（「
チ
ベ
ッ
ト
通
信
」
2
0
1
1
年
夏
号
）

ほ
だ
か
け
（
千
葉
県
）

決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
で

は
し

か
ず

お

筑
波
大
学
名
誉
教
授　

村 

上　

和 

雄

む
ら

か
み

コ ラ ム

表紙に掲載する写真を募集してい
ます。採用者には、粗品を差し上
げます。
写真には撮影者の住所、氏名及び
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人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
証
明

平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
全
国
の
人
口
は
、1
億
2
、

6
2
3
万
6
2
5
人
。
調
査
を
開
始
し
た

昭
和
43
年
以
来
、
平
成
18
年
に
初
め
て
減

少
し
、
平
成
20
年
、
21
年
と
増
加
し
た
が
、

平
成
22
年
、
23
年
と
続
け
て
減
少
し
た
。

男
女
別
の
内
訳
で
は
、男
性
は
6
、1
6
5

万
8
、
2
0
2
人
で
構
成
比
は
48
・
85
％
、

女
性
は
6
、4
5
7
万
2
、4
2
3
人
で
構
成

比
は
51
・
15
％
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、岩
手
、宮
城
、福
島
3
県
の
計

22
市
町
村
が
5
月
上
旬
の
締
め
切
り
ま
で

に
報
告
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、集
計
か

ら
除
外
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、

調
査
以
来
、初
め
て
。
自
治
体
の
建
物
が

崩
壊
す
る
、職
員
が
亡
く
な
る
、津
波
で
台

帳
が
流
失
す
る
等
、未
曾
有
の
大
震
災
の

影
響
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
報
告
で
き
な
い
22
市
町
村
は

次
の
と
お
り
。
岩
手
県
（
宮
古
市
、
大
船

渡
市
、陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
、
大
槌
町
、

山
田
町
、岩
泉
町
、野
田
村
）、宮
城
県
（
石

巻
市
、
気
仙
沼
市
、
多
賀
城
市
、
山
元
町
、

女
川
町
、
南
三
陸
町
）、
福
島
県
（
南
相

馬
市
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
、
川
内
村
、
大

熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江
町
、
葛
尾
村
）。

全
国
の
人
口
は
、前
年
（
1
億
2
、7
0

5
万
7
、8
6
0
人
）に
比
べ
、82
万
7
、2

3
5
人
（
前
年
の
数
値
か
ら
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
報
告
で
き
な
い
22
市
町
村
に
係

る
数
値
を
除
い
た
場
合
は
、12
万
2
、6
7

9
人
）
減
少
し
た
。
自
然
増
加
数
（
出
生

者
数－

死
亡
者
数
）
は
、
平
成
5
年
度
、

平
成
12
年
度
に
前
年
度
と
比
べ
わ
ず
か
に

増
加
し
た
も
の
の
、
人
口
動
態
の
調
査
開

始
以
来
、
平
成
17
年
度
に
初
め
て
減
少
、

平
成
18
年
度
は
1
万
7
4
3
人
と
、
い
っ

た
ん
増
加
し
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
再

び
減
少
。平
成
22
年
度
は
△
14
万
6
、1
8

5
人
と
4
年
連
続
の
減
少
記
録
を
更
新

し
、
人
口
減
少
の
進
行
を
裏
付
け
た
。

全
国
の
出
生
者
数
は
、
平
成
17
年
度
に

1
0
6
万
5
、5
3
3
人
と
過
去
最
低
を
記

録
し
た
。平
成
18
年
度
は
1
0
9
万
1
、9

1
7
人
、平
成
19
年
度
は
1
0
9
万
6
、4

6
5
人
と
や
や
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

平
成
20
年
度
に
は
1
0
8
万
8
、4
8
8
人

と
再
び
減
少
。
平
成
21
年
度
は
1
0
7
万

3
、0
8
1
人
、平
成
22
年
度
は
1
0
6
万

5
、9
0
9
人
と
、3
年
連
続
で
減
少
し
た
。

一
方
、死
亡
者
数
は
、調
査
開
始
以
来
増

加
傾
向
に
あ
り
、平
成
22
年
度
は
過
去
最

高
の
1
2
1
万
2
、0
9
4
人
と
な
っ
て
い

る
。転
入
者
数
は
5
1
3
万
2
、5
5
2
人
、

転
出
者
数
は
5
1
3
万
2
、4
2
7
人
で
、そ

れ
ぞ
れ
調
査
開
始
以
来
最
低
と
な
っ
た
。

人
口
増
加
数
の
ト
ッ
プ
は
東
京
都

都
道
府
県
別
の
人
口
及
び
人
口
動
態
を

見
て
み
よ
う
。
都
道
府
県
別
の
人
口
が
多

い
上
位
5
団
体
は
、東
京
都
（
1
、2
6
6

総
務
省
は
、
8
月
9
日
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42
年
法
律
第
81
号
）

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者

の
数
（
住
民
基
本
台
帳
人
口
）
及
び
世
帯
数
並
び
に
平
成
22
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
の
人
口
動
態
（
住
民
票
の
記
載
及

び
消
除
の
数
）
に
つ
い
て
公
表
し
た
。
今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
報
告
が
で
き
な
い
22
市
町
村
を
除
い
て
集
計
さ
れ
て
い
る
。
総
人
口
は

1
億
2
、
6
2
3
万
6
2
5
人
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
減
少
。
3
大
都
市
圏
の

人
口
は
、
全
国
人
口
の
半
数
を
上
回
り
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
世
帯
数

は
、
昭
和
43
年
の
調
査
開
始
以
来
、
毎
年
増
加
。
1
世
帯
の
平
均
構
成
人
員

は
、
昭
和
43
年
の
調
査
開
始
以
来
、
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
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万
2
、
4
6
1
人
）、
神
奈
川
県
（
8
9
0

万
6
、
5
9
0
人
）、
大
阪
府
（
8
6
8
万

1
、6
2
3
人
）、愛
知
県
（
7
2
4
万
9
、

6
2
6
人
）、
埼
玉
県
（
7
1
4
万
9
2

9
人
）。
一
方
、
人
口
が
少
な
い
団
体
は
、

鳥
取
県
（
59
万
2
、
2
1
3
人
）、
島
根
県

（
71
万
8
、2
1
8
人
）、高
知
県（
76
万
6
、

4
2
6
人
）、
徳
島
県
（
79
万
1
、
2
4
2

人
）、福
井
県
（
80
万
6
、
4
2
8
人
）
で
、

昨
年
と
同
じ
順
位
に
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
人
口
が
多
い
東
京
都
、
神
奈

川
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、
千

葉
県
、
兵
庫
県
、
北
海
道
、
福
岡
県
の
上

位
9
団
体
で
、
全
国
人
口
の
53
・
02
％
を

占
め
て
い
る
。
平
成
4
年
ま
で
は
、
上
位

10
団
体
で
全
国
人
口
の
半
分
以
上
を
占
め

て
い
た
が
、
平
成
5
年
か
ら
は
上
位
9
団

体
で
全
国
人
口
の
半
分
以
上
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
人
口
増
減
の
状

況
を
み
る
と
、8
団
体
で
人
口
が

増
加
し
た
。
対
前
年
の
人
口
増
加

数
が
多
い
順
に
、東
京
都
（
5
万

2
、5
4
9
人
）、神
奈
川
県（
2
万

1
、1
3
2
人
）、埼
玉
県（
1
万
7
、

8
4
5
人
）、千
葉
県
（
1
万
2
、

1
2
2
人
）、愛
知
県
（
1
万
2
、

0
1
4
人
）、沖
縄
県
（
7
、4
0

7
人
）、福
岡
県（
4
、9
2
0
人
）、

滋
賀
県
（
4
、3
5
7
人
）
と
な
っ

て
い
る
。
昨
年
は
9
団
体
で
あ
っ

た
が
、
大
阪
府
が
増
加
か
ら
減
少

に
転
じ
、
1
団
体
減
と
な
っ
た
。

一
方
、
対
前
年
の
人
口
増
加
数

が
最
も
少
な
い
の
は
、北
海
道（
△

2
万
1
、9
7
8
人
）
で
、新
潟
県

（
△
1
万
2
、2
3
8
人
）、秋
田
県

（
△
1
万
6
4
9
人
）、青
森
県（
△

9
、6
4
9
人
）、長
崎
県
（
△
9
、

1
7
4
人
）、静
岡
県（
△
8
、8
8
4
人
）、

山
口
県（
△
8
、8
7
4
人
）、鹿
児
島
県（
△

8
、4
2
1
人
）、山
形
県
（
△
8
、0
0
7

人
）、
長
野
県
（
△
7
、7
7
0
人
）
の
順

で
続
い
て
い
る
。

人
口
増
加
率
は
、
沖
縄
県
の
0
・
53
％

が
最
も
高
く
、
東
京
都
が
0
・
42
％
、
滋

賀
県
0
・
31
％
、
埼
玉
県
0
・
25
％
、
神

奈
川
県
0
・
24
％
の
順
で
続
い
て
い
る
。

逆
に
人
口
増
加
率
が
最
も
低
い
の
は
秋
田

県
で
△
0
・
96
％
。
高
知
県
△
0
・
77
％
、

徳
島
県
△
0
・
71
％
、
和
歌
山
県
△
0
・

6
9
3
8
％
、青
森
県
△
0
・
6
8
6
5
％

と
続
い
て
い
る
。

人
口
が
自
然
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
は

7
団
体
。
愛
知
県
（
1
万
5
2
7
人
）、

神
奈
川
県（
9
、2
9
2
人
）、沖
縄
県（
6
、

8
0
4
人
）、
埼
玉
県
（
3
、
0
6
2
人
）、

東
京
都（
2
、7
5
2
人
）の
順
で
自
然
増

加
数
が
多
い
。
前
年
で
は
、
大
阪
府
、
福

岡
県
も
増
加
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
減
少

に
転
じ
た
。
自
然
増
加
率
で
は
、
人
口
動

態
の
調
査
を
始
め
た
昭
和
54
年
度
以
降
32

年
連
続
し
て
ト
ッ
プ
な
の
が
沖
縄
県
の

0
・
48
％
で
、
次
い
で
愛
知
県
0
・
15
％
、

滋
賀
県
0
・
11
％
、
神
奈
川
県
0
・
10
％
、

埼
玉
県
0
・
04
％
の
順
で
続
い
て
い
る
。

ま
た
、
自
然
増
加
数
が
最
も
少
な
い
の

は
北
海
道
（
△
1
万
6
、2
5
6
人
）
で
、

新
潟
県
（
△
8
、9
7
3
人
）、秋
田
県
（
△

7
、6
6
3
人
）、
青
森
県
（
△
6
、7
1
9

人
）、
長
野
県
（
△
6
、4
1
3
人
）
と
続

い
て
い
る
。
自
然
増
加
率
が
最
も
低
い
の

は
秋
田
県
の
△
0
・
69
％
で
、
高
知
県
△

0
・
60
％
、
島
根
県
△
0
・
51
％
、
山
形

県
△
0
・
50
％
、
青
森
県
△
0
・
48
％
の

順
で
続
い
て
い
る
。

人
口
が
社
会
増
加
と
な
っ
て
い
る
の
は

9
団
体
で
、宮
城
県
、
茨
城
県
及
び
兵
庫

県
が
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
前
年
か
ら
3

団
体
減
と
な
っ
た
。
社
会
増
加
数
（
転
入

者
等
数－

転
出
者
等
数
）
に
つ
い
て
は
、

東
京
都（
4
万
9
、7
9
7
人
）、埼
玉
県（
1

万
4
、7
8
3
人
）、神
奈
川
県（
1
万
1
、8

4
0
人
）、
千
葉
県
（
1
万
1
、3
9
3
人
）、

福
岡
県
（
5
、9
1
9
人
）
の
順
で
社
会
増

加
数
が
多
い
。
ま
た
、
社
会
増
加
率
が
最

も
高
い
の
は
、
東
京
都
の
0
・
39
％
で
、

埼
玉
県
0
・
21
％
、
滋
賀
県
0
・
20
％
、

千
葉
県
0
・
19
％
、
神
奈
川
県
0
・
13
％

の
順
で
続
い
て
い
る
。
社
会
増
加
数
は
14

年
連
続
、
社
会
増
加
率
は
12
年
連
続
で
東

京
都
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
社
会
増
加
数
が
最
も
少
な
い
の

は
、
北
海
道
（
△
5
、7
2
2
人
）
で
、
長

崎
県
（
△
4
、
4
4
9
人
）、
静
岡
県
（
△

3
、6
7
9
人
）、新
潟
県
（
△
3
、2
6
5

人
）、
秋
田
県
（
△
2
、9
8
6
人
）
が
続

い
て
い
る
。
社
会
増
加
率
が
最
も
低
い
の

は
、
長
崎
県
の
△
0
・
31
％
で
、
徳
島
県

■参考 1　市部及び町村部の人口動態
区　　　分 市　　　部 町　村　部

平成22年 3 月31日現在人口 （Ａ）
東日本大震災で報告できない市町村を除いた
平成22年 3 月31日現在人口 （Ａ’）
平成22年度に市制施行及び編入合併により
町村部から市部へ移動した人口 （Ｂ）

 114,954,512　人

 114,415,423　人

 0　人

 12,103,348　人

 11,937,881　人

△ 0　人

平
成
22
年
度

自然増加数（Ｃ） △ 94,383　人 △ 51,802　人

自然増加率（Ｃ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝ △ 0.08　％ △ 0.43　％

社会増加数（Ｄ）  47,119　人 △ 23,613　人

社会増加率（Ｄ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝  0.04　％ △ 0.20　％
増加人口（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）＝（Ｆ）
　　　　［（Ｃ）＋（Ｄ）＝（Ｅ）］

 47,264　人
[ 47,264  　]

△ 75,415　人
[△ 75,415  　]

増加率（Ｆ）／（Ａ）
　　　　［（Ｅ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝］

△ 0.04　％
[△ 0.04  　]

△ 0.62　％
[△ 0.62  　]

平成23年 3月31日現在人口（Ａ’）＋（Ｆ） 114,368,159 人 11,862,466 人
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△
0
・
28
％
、
秋
田
県
△
0
・
27
％
、
和

歌
山
県
△
0
・
24
％
、
青
森
県
△
0
・

21
％
の
順
で
続
い
て
い
る
。

東
京
へ
の
一
極
集
中
は
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
人
口
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
に
伴
う
政
治
、
経
済
の
比
重

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
以
上
の
一
極
集
中
は
避
け
た
い

と
い
う
の
が
、町
村
の
本
音
で
は
な
い
か
。

今
回
の
震
災
を
機
に
、
多
極
分
散
を
急
ぐ

声
も
聞
か
れ
る
が
、
町
村
に
と
っ
て
有
益

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

三
大
都
市
圏
の
人
口
が
過
去
最
高
に

住
民
基
本
台
帳
制
度
が
発
足
し
た
後
の

増
減
状
況
を
、全
国
の
人
口
を
市
部（
特
別

区
を
含
む
）と
町
村
部
に
分
け
て
見
て
み

よ
う
。市
部
人
口
は
、
平
成
23
年
で
1
億

1
、4
3
6
万
8
、1
5
9
人
と
、前
年
に
比

べ
58
万
6
、3
5
3
人（
△
0
・
51
％
）の
減

少
だ
が
、全
国
の
人
口
の
9
割
超
と
な
っ

た
。町
村
部
人
口
は
、平
成
8
年
以
降
毎
年

減
少
し
、平
成
23
年
は
1
、1
8
6
万
2
、
4

6
6
人
で
、24
万
8
8
2
人（
△
1
・
99
％
）

の
減
少
と
な
っ
た
。
平
成
22
年
度
に
お
け

る
市
制
施
行
及
び
合
併
に
よ
る
町
村
部
か

ら
市
部
へ
の
人
口
の
移
動
は
な
か
っ
た
。

市
の
中
で
最
も
人
口
が
多
い
の
は
、
横

浜
市
の
3
6
2
万
7
、0
0
0
人
で
、大
阪

市
2
5
3
万
7
、9
2
0
人
、名
古
屋
市
2

1
8
万
8
0
0
人
と
続
き
、
1
0
0
万
人

都
市
は
、
横
浜
市
、
大
阪
市
、
名
古
屋
市
、

札
幌
市
、
神
戸
市
、
福
岡
市
、
京
都
市
、

川
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
、
広
島
市
、
仙
台

市
の
11
市
と
な
る
。

2
万
人
未
満
の
市
は
北
海
道
歌
志
内
市

（
4
、4
2
5
人
）、
北
海
道
三
笠
市
（
1
万

3
5
5
人
）、
北
海
道
夕
張
市
（
1
万
8

3
9
人
）
等
の
14
市
。
5
万
人
超
の
町
村

は
岩
手
県
滝
沢
村（
5
万
3
、7
7
3
人
）、

千
葉
県
大
網
白
里
町
（
5
万
7
4
7
人
）、

広
島
県
府
中
町
（
5
万
5
1
6
人
）、
埼

玉
県
白
岡
町
（
5
万
3
5
8
人
）、
福
岡

県
那
珂
川
町
（
5
万
5
人
）
の
5
町
村
と

な
っ
て
い
る
。
5
0
0
人
未
満
の
町
村
は

東
京
都
青
ヶ
島
村
（
1
7
0
人
）、
東
京

都
利
島
村
（
3
0
1
人
）、
東
京
都
御
蔵

島
村
（
3
0
5
人
）
等
8
村
で
あ
る
。

人
口
の
多
い
町
村
、
少
な
い
町
村

三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
及

び
関
西
圏
）の
人
口
は
6
、4
2
5
万
8
、1

8
3
人
で
、
全
国
人
口
の
50
・
91
％
（
前

年
50
・
51
％
）
と
5
年
連
続
し
て
50
％
を

超
え
、過
去
最
高
に
。
東
京
圏
（
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
）
が
27
・

63
％
（
前
年
27
・
36
％
）、
名
古
屋
圏
（
岐

阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）
が
8
・
85
％

（
前
年
8
・
79
％
）、
関
西
圏
（
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
）
が
14
・

43
％
（
前
年
14
・
35
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、地
方
圏
の
人
口
は
6
、1
9
7
万

2
、4
4
2
人
で
、全
国
人
口
の
49
・
09
％

（
前
年
49
・
49
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

三
大
都
市
圏
の
人
口
動
態
で
は
、
東
京

圏
及
び
名
古
屋
圏
の
人
口
は
引
き
続
き
増

加
し
て
お
り
、
関
西
圏
の
人
口
は
平
成
22

年
に
続
き
平
成
23
年
も
減
少
し
て
い
る
。

全
国
の
人
口
は
減
少
す
る
も

老
年
人
口
は
毎
年
増
加

全
国
人
口
を
3
区
分
に
分
け
て
見
て
み

る
。
年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）
は
1
、
6
8

5
万
7
、
5
2
5
人
（
13
・
35
％
）、
生
産

年
齢
人
口
（
15
歳
以
上
65
歳
未
満
）
は
8
、

0
5
5
万
6
、
2
2
8
人
（
63
・
82
％
）、

老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
2
、8
8
1
万

▼人口の多い町村
順位 町　村　名 人口（人）
1 滝沢村 （岩手県） 53,773
2 大網白里町 （千葉県） 50,747
3 府中町 （広島県） 50,516
4 白岡町 （埼玉県） 50,358
5 那珂川町 （福岡県） 50,005
6 東浦町 （愛知県） 48,820
7 長久手町 （愛知県） 48,785
8 富谷町 （宮城県） 48,100
9 寒川町 （神奈川県） 47,429
10 杉戸町 （埼玉県） 47,168
11 野々市町 （石川県） 47,022
12 阿見町 （茨城県） 46,705
13 音更町 （北海道） 45,600
14 熊取町 （大阪府） 44,534
15 志免町 （福岡県） 43,913
16 長与町 （長崎県） 42,717
17 粕屋町 （福岡県） 42,628
18 伊奈町 （埼玉県） 42,585
19 武豊町 （愛知県） 41,841
20 長泉町 （静岡県） 40,919

▼人口の少ない町村
順位 町　村　名 人口（人）
1 青ヶ島村 （東京都） 170
2 利島村 （東京都） 301
3 御蔵島村 （東京都） 305
4 粟島浦村 （新潟県） 349
5 三島村 （鹿児島県） 366
6 渡名喜村 （沖縄県） 408
7 大川村 （高知県） 461
8 北山村 （和歌山県） 496
9 北大東村 （沖縄県） 524
10 平谷村 （長野県） 531
11 野迫川村 （奈良県） 534
12 十島村 （鹿児島県） 576
13 売木村 （長野県） 606
14 檜枝岐村 （福島県） 607
15 知夫村 （島根県） 646
16 上北山村 （奈良県） 679
17 丹波山村 （山梨県） 691
18 渡嘉敷村 （沖縄県） 705
19 粟国村 （沖縄県） 807
20 小菅村 （山梨県） 815

■参考2　人口の多い町村・少ない町村
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6
、
8
7
0
人
（
22
・
83
％
）
と
、
全
人
口

に
占
め
る
年
少
・
生
産
年
齢
人
口
の
割
合

は
、
調
査
を
開
始
し
た
平
成
6
年
以
来
毎

年
減
少
し
、
老
年
人
口
の
割
合
は
毎
年
増

加
し
て
い
る
。

年
齢
階
級
別
（
5
歳
階
級
）
で
は
ど
う

か
。
人
口
の
最
も
多
い
年
齢
階
級
は
60
〜

64
歳（
1
、0
3
5
万
3
、7
9
2
人
、全
国

人
口
の
8
・
20
％
）、
35
〜
39
歳
（
9
7

2
万
5
、
0
7
1
人
、
全
国
人
口
の
7
・

70
％
）、
40
〜
44
歳
（
8
8
5
万
1
、
0
0

2
人
、
全
国
人
口
の
7
・
01
％
）
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
40
歳
以
上
の
人
口
で
全
国

人
口
の
過
半
数
（
7
、
1
7
9
万
8
、
9

3
5
人
、
56
・
88
％
、
前
年
は
7
1
5
2

万
3
、
7
2
6
人
、
56
・
29
％
）
を
占
め

て
い
る
。

年
齢
3
区
分
別
の
都
道
府
県
別
人
口
で

は
、人
口
に
占
め
る
年
少
人
口
の
割
合
が

大
き
い
順
に
、沖
縄
県（
17
・
84
％
）、滋
賀

県
（
15
・
18
％
）、愛
知
県（
14
・
61
％
）
で
、

逆
に
、年
少
人
口
の
割
合
が
小
さ
い
の
は
、

順
に
秋
田
県（
11
・
29
％
）、東
京
都（
11
・

87
％
）、北
海
道
（
12
・
00
％
）
で
あ
る
。

人
口
に
占
め
る
生
産
年
齢
人
口
の
割
合

で
は
、
東
京
都
（
67
・
63
％
）、
神
奈
川

県
（
66
・
31
％
）、
埼
玉
県
（
66
・
12
％
）

の
順
で
大
き
く
、
生
産
年
齢
人
口
の
割
合

が
小
さ
い
の
は
、
順
に
島
根
県
（
58
・

41
％
）、
高
知
県
（
59
・
56
％
）、
秋
田
県

（
59
・
60
％
）
で
あ
る
。

人
口
に
占
め
る
老
年
人
口
の
割
合
は
、

秋
田
県（
29
・
11
％
）、島
根
県（
28
・
70
％
）、

高
知
県
（
28
・
27
％
）
の
順
で
大
き
く
、

老
年
人
口
の
割
合
が
小
さ
い
の
は
、
順
に

沖
縄
県
（
16
・
92
％
）、神
奈
川
県
（
20
・

29
％
）、
埼
玉
県
（
20
・
40
％
）
で
あ
る
。

平
成
23
年
3
月
31
日
現
在
の
世
帯
数

は
、5
、3
5
4
万
9
、5
2
2
世
帯
で
、前

年
（
5
、
3
3
6
万
2
、
8
0
1
世
帯
）

と
比
較
す
る
と
18
万
6
、
7
2
1
世
帯
、

0
・
35
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
1
世

帯
平
均
構
成
人
員
は
、
2
・
36
人
（
前
年

2
・
38
人
）
と
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
制

度
の
発
足
（
昭
和
43
年
調
査
時
は
1
世
帯

平
均
3
・
76
人
）
以
来
毎
年
減
少
し
て
い

る
。都

道
府
県
別
で
は
、
最
も
多
い
の
が
福

井
県
（
2
・
94
人
）
で
、
山
形
県
（
2
・

93
人
）、
富
山
県
（
2
・
79
人
）、
新
潟
県

（
2
・
78
人
）、
岐
阜
県
（
2
・
76
人
）
の

順
で
続
い
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
少
な
い

の
は
東
京
都
（
2
・
00
人
）
で
、
北
海
道

（
2
・
06
人
）、
鹿
児
島
県
（
2
・
17
人
）、

高
知
県
（
2
・
19
人
）、
大
阪
府
（
2
・

21
人
）
の
順
で
続
い
て
い
る
。

全
国
の
人
口
の
減
少
、
町
村
人
口
の
割

合
が
毎
年
減
少
、
三
大
都
市
圏
の
人
口
が

過
去
最
高
、
老
人
人
口
の
割
合
が
毎
年
増

加
、
1
世
帯
の
平
均
構
成
人
員
が
毎
年
減

少
、
そ
し
て
震
災
の
影
響
で
22
市
町
村
が

集
計
で
き
な
か
っ
た
等
、
今
回
の
デ
ー
タ

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
国
の
財
産
で

あ
る
「
人
」
の
動
き
を
把
握
す
れ
ば
、
例

え
ば
震
災
の
よ
う
な
予
測
で
き
な
い
リ
ス

ク
を
回
避
し
、
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
え
る
。
町
村
に
と
っ
て
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、
業

務
効
率
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
意
味
で

も
、
さ
ら
な
る
積
極
的
な
活
用
を
望
む
。

■参考3　町村部の人口

区分 町村部人口
（人）

構成比
（％）

対前年
増加率（％）

昭和43年 30,898,090 30.3 －
44 30,293,920 29.5 △  1.96 
45 30,117,384 29.1 △  0.58 
46 28,659,070 27.4 △  4.84 
47 27,823,140 26.3 △  2.92 
48 27,268,712 25.2 △  1.99
49 27,377,500 25.0  0.40 
50 27,359,102 24.7 △  0.07  
51 27,511,392 24.5   0.56 
52 27,648,983 24.4  0.50  
53 27,795,932 24.3  0.53  
54 27,952,431 24.2   0.56  
55 28,157,426 24.2  0.73  
56 28,327,573 24.2   0.60 
57 28,272,747 24.0 △  0.19  
58 28,296,835 23.9   0.09   
59 28,382,831 23.8  0.30  
60 28,366,481 23.6 △  0.06   
61 28,435,246 23.6  0.24  
62 28,395,811 23.4 △  0.14  
63 28,236,156 23.2 △  0.56  

平成元年 28,235,386 23.1 △  0.00  
2 28,271,433 23.0   0.13   
3 28,282,764 23.0  0.04  
4 27,953,521 22.6 △  1.16 
5 27,851,625 22.5 △  0.36   
6 27,915,416 22.5  0.23   
7 27,951,298 22.4  0.13  
8 27,895,558 22.3 △  0.20  
9 27,695,233 22.1 △  0.72  
10 27,584,258 22.0 △  0.40  
11 27,554,810 21.9 △  0.11  
12 27,465,626 21.8 △  0.32  
13 27,382,997 21.7 △  0.30  
14 27,102,433 21.4 △  1.02  
15 26,795,070 21.2 △  1.13  
16 25,900,331 20.4 △  3.34  
17 20,853,127 16.4 △  19.49    

（17） （20,883,760） （16.4）

18 13,888,010 10.9 △  33.50  
19 13,431,043 10.6 △  3.29  
20 13,217,526 10.4 △  1.59  
21 12,972,744 10.2 △  1.85  
22 12,103,348 9.5 △  6.70  
23 11,862,466 9.4 △  1.99 

注1） 平成17年人口の（）書きは、平成18年調査から転
出者の取扱いを統一したことに伴い、同様の方法
による数値を記載したものである。

注2） 平成23年の数値は、東日本大震災により報告でき
ない22市町村を除いて集計したものである。

なお、 平成22年から東日本大震災により報告できない14

町村に係る数値を除いた場合は、 次のとおり。

22 11,937,881 9.4 －
23 11,862,466 9.4 △ 0.63
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個
性
豊
か
で
活
力
と

　
　
　
　

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

美
咲
町
は
、
平
成
17
年
３
月
、
平
成
の
大

合
併
に
よ
り
、
中
央
町
・
旭
町
・
柵
原
町
が

合
併
し
て
誕
生
し
た
町
で
す
。

岡
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、『
日

本
の
棚
田
百
選
』
に
も
選
ば
れ
た
農
村
景
観

や
岡
山
県
三
大
河
川
の
吉
井
川
、
旭
川
が
流

れ
る
な
ど
美
し
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
は
、
米
を

中
心
に
、
特
に
山
間
地
で
は
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー

ネ
や
葉
た
ば
こ
等
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の
文
化
や
産
業

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

日
本
棚
田
百
選
に
認
定
さ
れ
て
い
る
「
大お

お

垪は

和が

西に
し

棚
田
」と「
小
山
棚
田
」は
、地
区
住
民

の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
保
全
さ
れ
た
岡
山

県
を
代
表
す
る
棚
田
で
す
。
豊
か
な
自
然
や

農
村
風
景
は
郷
土
の
誇
り
で
あ
り
、
特
に
大

垪
和
西
棚
田
は
、
標
高
４
０
０
ｍ
の
山
間
地

に
、す
り
鉢
状
に
８
５
０
枚
（
42
・
２
ha
）
の

田
が
広
が
る
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
棚
田
で
す
。
四
季
折
々
に
美
し

い
表
情
を
見
せ
、
人
々
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
、
ま
さ
に
癒
し
の
空
間
で
す
。

町
の
人
口
は
約
１
６
、
５
０
０
人
。
少
子

高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
中
、
新
町
ス
タ
ー

ト
以
来
の
町
の
第
一
施
策
に
「
少
子
化
ス

ト
ッ
プ
」
を
掲
げ
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、『
世
界
に
は
ば
た

く

〝元
気
〟

な
町
』
。
変
革
の
時
代
に
夢
と

美咲町

Ｎ

・

岡山県岡山県

△ 
立
ち
並
ぶ
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
の
の
ぼ
り

が
、
人
を
惹
き
付
け
る
美
咲
町

現地レポート地域資源を活かした活性化策

「黄
こ う

福
ふ く

定
て い

食
しょく

」から〝黄
こ う

福
ふ く

〟なまちづくりへ

さきみ

岡山県 美咲町
ちょう

MISAKI YELLOW HAPPY PROJECT

△

日
本
の
棚
田
百
選
認
定　

大
垪
和
西
（
お
お
は
が
に
し
）
棚
田
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希
望
を
持
ち
、
大
胆
な
発
想
で
様
々
な
分
野

に
向
け
て
発
展
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
地
域
資
源
を
生
か

し
、
個
性
豊
か
で
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
模
索

美
咲
町
は
、
横
並
び
の
３
町
が
対
等
合
併

し
て
誕
生
し
た
新
し
い
町
で

〝既
存
の
町
名

を
使
わ
な
い〟

と
い
う
の
が
合
併
協
議
で
決

め
ら
れ
、
町
名
は
一
般
公
募
さ
れ
ま
し
た
。

誕
生
す
る

〝
新
町
〟

の
形
が
花
び
ら
の
よ
う

に
見
え
、
〝
人
〟

も

〝
自
然
〟

も
美
し
く
咲

き
誇
る
町
に
な
る
よ
う
に
と
願
っ
て
『
美
咲

町
』
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
既
存
の
町
名
を

使
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の
知
名
度

は
低
く
、
町
内
外
の
多
く
の
方
に
、
新
し
く

誕
生
し
た
『
美
咲
町
』
と
い
う
町
は
わ
か
り

づ
ら
か
っ
た
よ
う
で
す
。

旧
３
町
、
そ
し
て
新
町
が
ス
タ
ー
ト
し
て

か
ら
も
行
政
施
策
の

中
に
、「
観
光
」
の
二

文
字
が
占
め
る
割
合

は
少
な
く
、
１
年
を

通
し
て
町
内
外
か
ら

お
客
様
が
訪
れ
る

「
観
光
地
」
も
な
く
、

も
ち
ろ
ん
、
岡
山
県

全
体
か
ら
み
て
も
「
観

光
資
源
」
が

〝
豊
か

だ
〟

と
い
う
町
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
か
ら
２
年
経
っ
た
平
成
19
年
４
月
、

旧
３
町
、
ま
た
新
町
に
な
っ
て
か
ら
も
初
め

て
の
試
み
と
な
る

〝観
光〟

と
名
の
付
く
課

（
産
業
観
光
課
）
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
観

光
商
材
不
足
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
、
初
代

美
咲
町
長
を
中
心
に
、
産
官
連
携
に
よ
る
、

美
咲
町
ら
し
い
「
魅
力
」
を
関
係
者
で
模
索

す
る
中
、
町
の
「
観
光
」
が
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
卵
」
で
ま
ち
お
こ
し
！！

初
代
美
咲
町
長
の
食
に
対
す
る

〝熱
い
思

い〟
を
原
点
に
、
町
に
〝人〟
を
呼
ぶ
目
玉
と

し
て
、
町
内
に
西
日
本
最
大
級
の
養
鶏
場
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
毎
日
多
く
の
「
ブ
ラ
ン
ド

卵
」
が
産
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
。
そ
の

「
卵
」
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
第

１
弾
と
し
て
、誰
も
が
知
っ
て
い
る
、誰
も
が

食
べ
た
こ
と
が
あ
る
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
簡

単
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る「
卵
か
け
ご
飯
」

の
専
門
店
の
試
行
的
な
オ
ー
プ
ン
を
計
画
し

ま
し
た
。

な
ぜ
、
美
咲
町
は
「
卵
か
け
ご
飯
」
だ
っ

た
の
か
!?

そ
の
理
由
は
、
あ
と
で
紹
介
し
ま
す
が
、

も
ち
ろ
ん
「
卵
か
け
ご
飯
」
に
関
す
る
す
べ

て
の

〝
素
材〟

は
町
内
産
に
こ
だ
わ
り
、
合

併
し
た
旧
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
な
ら
で
は

の
既
存
の

〝宝
物〟

と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

イ
デ
ア
か
ら
、
美
咲
流
の
卵
か
け
ご
飯
は
誕

生
し
た
の
で
す
。

卵
か
け
ご
飯
の
店
は
、
町
の
第
３
セ
ク
タ
ー

が
管
理
運
営
し
、
空
き
施
設
だ
っ
た
「
食
堂

か
め
っ
ち
。」
を
再
利
用
し
て
、
平
成
20
年

１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
オ
ー
プ

ン
以
来
「
卵
か
け
ご
飯
」
が
珍
し
か
っ
た
の

か
？
そ
れ
と
も
卵
か
け
ご
飯
で
人
を
呼
ぼ
う

と
し
た
「
美
咲
町
」
が
珍
し
か
っ
た
の
か
？

メ
デ
ィ
ア
に
も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
す

る
と
た
ち
ま
ち
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
人

が
来
店
し
、
知
名
度
も
低
く
、
観
光
資
源
の

少
な
か
っ
た
町
へ
〝
人
〟
を
呼
び
込
む
き
っ

か
け
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

当
た
り
前
な
も
の
で

〝
人
〞
が
呼
べ
る
の
か
！？

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
卵
か
け
ご

飯
」
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
当
た
り
前
な
食
べ

物
で
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
簡
単
に
食
べ
る
こ

と
が
で
き
、
そ
し
て
誰
も
が
幾
度
と
食
べ
た

こ
と
の
あ
る「
家
庭
の
味
」
。
専
門
店
の
オ
ー

プ
ン
前
、
ま
た
オ
ー
プ
ン
後
も
、
果
た
し
て

「
卵
か
け
ご
飯
で
人
が
呼
べ
る
の
か
？
」
と

い
う
声
が
、
町
内
外
の
あ
ち
こ
ち
で
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
取
り
組
み
で
美
咲
町
が
大
き
く
掲
げ

た
の
が

〝
安
心
安
全
な
地
元
食
材〟

と

〝美

咲
流
卵
か
け
ご
飯
の
ス
ト
ー
リ
ー〟
。
全
国

各
地
で
立
て
続
け
に
「
食
」
の
問
題
が
明
る

み
に
な
り
、消
費
者
が
不
安
を
募
ら
せ
る
中
、

町
内
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
り
、「
安
心
安
全
」

を
掲
げ
た
卵
か
け
ご
飯
が
一
躍
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
は
言
え
、
一
番
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
卵
か
け
ご
飯
を
美
咲
流

の
ス
ト
ー
リ
ー
に
し
た
こ
と
が
〝
話
題
〟
を

呼
ん
だ
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

美
咲
流
卵
か
け
ご
飯
ス
ト
ー
リ
ー
！

４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
！

美
咲
流
卵
か
け
ご
飯
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

大
き
く
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

１
・
町
内
に
は
西
日
本
最
大
級
の
養
鶏
場
が

あ
り
、
１
２
０
万
羽
の
鶏
が
毎
日
約
１
０
０

万
個
の
「
コ
ク
と
う
ま
み
」
あ
る
新
鮮
な
卵

を
産
ん
で
い
る
こ
と
。

２
・
日
本
棚
田
百
選
に
選
定
さ
れ
た
棚
田
で

は
、
先
祖
伝
来
の
農
地
を
荒
ら
す
ま
い
と
、

農
家
の
方
が
愛
情
と
手
間
暇
か
け
て
作
っ
た

棚
田
米
が
あ
る
こ
と
。

△

 

素
材
と
し
て
の「
卵
」

が
美
咲
流「
卵
か
け
ご

は
ん
」へ
変
身

△ 
立
ち
並
ぶ
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
の
の
ぼ
り

が
、
人
を
惹
き
付
け
る
美
咲
町
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３
・
地
元
産
の
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
３
種
類
（
ね
ぎ
・
し
そ
・
の
り
）
の
特

製
の
卵
か
け
ご
飯
専
用
タ
レ
を
開
発
し
た
こ

と
。そ

し
て
、
何
と
言
っ
て
も
ス
ト
ー
リ
ー
の

主
役
は
…
…

４
・
美
咲
町
出
身
で
、
卵
か
け
ご
飯
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
旅
先
で
も
卵
を
取
り
寄
せ
て
食

し
て
い
た
と
い
う
記
述
も
残
る
明
治
時
代
を

代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岸
田
吟ぎ

ん

香こ
う

に
着

目
し
た
こ
と
で
す
。

岸
田
吟
香
は
、
日
本
の
新
聞
界
の
草
分
け

的
存
在
と
し
て
、
ま
た
実
業
家
と
し
て
も
活

躍
し
た
人
物
で
、
卵
か
け
ご
飯
を
全
国
に
広

め
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
麗
子
像
」
で
有
名
な
洋
画
家
岸
田
劉
生

は
、
吟
香
の
四
男
で
あ
り
、
五
男
の
辰
彌
は

宝
塚
歌
劇
団
の
演
出
家
で
わ
が
国
の
ス
テ
ー

ジ
に
初
デ
ビ
ュ
ー
、
モ
ン
・
パ
リ
を
送
り
出

し
、
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
を
考
案
し
た
人
で
す
。

「
黄
福
」
な
ま
ち
づ
く
り
へ
！！

こ
の
取
り
組
み
は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、ま
た
口
コ
ミ
で
も
広
ま
り
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
、
わ
ず

か
18
席
の
食
堂
で
は
あ
り
ま
す
が
、
オ
ー
プ

ン
以
来
３
年
７
ヵ
月
で
、
25
万
人
（
年
／
７

万
人
）
を
超
え
る
人
が
、
美
咲
町
の
「
卵
か

け
ご
飯
」
を
食
べ
に
町
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

卵
か
け
ご
飯
は

〝
黄
福
（
こ
う
ふ
く
）
定

食〟

と
名
付
け
ら
れ
、
ご
飯
と
卵
が
お
か
わ

り
自
由
の
３
０
０
円
。「
黄
福
」（
こ
う
ふ
く
）

と
は
、卵
の
黄
身
の

〝
黄〟

と
、幸
福
の

〝福〟

を
か
け
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
新
鮮
卵
の
黄
身

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
食
べ
る
と
ど
こ
か
懐
か

し
く
、
ふ
ん
わ
り
幸
せ
な
気
分
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
。
そ
し
て

町
自
慢
の
新
鮮
で
安
心
安
全
な
食
材
を
美
味

し
く
、
し
っ
か
り
食
べ
て
も
ら
っ
て
幸
せ
な

気
分
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
本
当
に
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
３
、
４
杯
と
食

べ
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
年
間
の
卵
の
仕

入
れ
は
調
理
も
含
め
、
14
～
15
万
個
、
平
均

す
る
と
一
人
２
杯
に
な
り
ま
す
。

現
在
美
咲
町
は
、「
卵
か
け
ご
飯
」
が
話

題
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
町
内
に

点
在
す
る
観
光
地
や
観
光
資
源
を

〝線〟

で

結
び
、
面
と
し
て
い
く
プ
ラ
ン

〝美
咲　

黄

福
物
語〟

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

〝美
咲　

黄
福
物
語〟

は
１
章
か
ら
３
章
の

構
成
で
、
名
前
の
と
お
り
、
幸
せ
な
色
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
「
黄
色
」
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
カ

ラ
―
と
し
た
幸
福
な
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
町

内
を

〝「
黄
福
」
な
モ
ノ〟

で
繋
ぎ
、ス
ト
ー

リ
ー
展
開
す
る
こ
と
で

〝「
黄
福
」
な
ま
ち

美
咲
町〟

の
実
現
に
向
け
、
他
市
町
村
に
は

な
い
魅
力
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
も
の
で
す
。

美
咲　

黄
福
物
語

―
こ
う
ふ
く
も
の
が
た
り
―

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｗ

　

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

第
１
章

　
〝
美
咲
流
卵
か
け
ご
飯
〞
は
、

　
　
町
の
文
化
、
歴
史
の
詰
め
合
わ
せ

　

〝
黄
福
物
語〟

の
第
１
章
は
、
先
に
も
紹

介
し
た
新
鮮
卵
と
町
自
慢
の
棚
田
米
を
使
用

し
、
食
べ
る
と
ど
こ
か
懐
か
し
く
、
幸
せ
な

気
分
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
、
美
咲
流
卵
か

け
ご
飯
で
の
展
開
で
す
。

美
咲
流
卵
か
け
ご
飯
を
「
黄
福
定
食
」
と

命
名
、
〝Simple 

Is 
The 

Best

〟

を
合
言

葉
に
、
シ
ン
プ
ル
な
食
材
、
シ
ン
プ
ル
な
ス

ト
ー
リ
ー
が

〝
話
題
〟

を
呼
び
、「
食
堂
か

め
っ
ち
。」
で
黄
福
定
食
を
食
べ
た
人
は
、

３
年
７
ヵ
月
で
25
万
人
を
超
え
ま
す
。

美
咲
町
の
卵
か
け
ご
飯
は
、町
の
農
業
・
産

業
・
偉
人
等
、
合
併
後
間
も
な
い
美
咲
町
を

一
言
で
語
れ
る
詰
め
合
わ
せ
丼
な
の
で
す
。

第
２
章

　
〝
黄
福
の
レ
ン
ガ
〝
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り

美
咲
町
の
柵や

な

原は
ら

地
域
に
は
、
昭
和
30
年
代

を
ピ
ー
ク
に
、
硫
化
鉄
鉱
で
東
洋
一
の
生
産

量
を
誇
っ
た
柵
原
鉱
山
が
あ
り
ま
す
。

平
成
３
年
に
閉
山
し
ま
し
た
が
、
現
在
も

旧
柵
原
鉱
山
の
坑
内
か
ら
湧
き
出
る
地
下
水

を
中
和
処
理
し
排
水
す
る
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
和
処
理
に
よ
り
発
生
し
た

沈
殿
物
（
廃
棄
物
）
を
原
料
に
、平
成
21
年
、

県
内
の
耐
火
レ
ン
ガ
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
黄

色
い
レ
ン
ガ
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ラ

ミ
ッ
ク
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
沈
殿
物
に
含
ま

れ
て
い
る
鉄
分
が
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
黄

色
を
発
色
さ
せ
る
着
色
料
を
使
わ
な
い
耐
火

レ
ン
ガ
で
す
。

そ
の
レ
ン
ガ
を
「
黄
福
の
レ
ン
ガ
」
と
名

△
 

卵
か
け
専
用
3
種
の
タ
レ
を
開
発
！

　

 

黄
福
定
食
と
命
名
さ
れ
た
卵
か
け
ご
は
ん
は
、

「
食
堂
か
め
っ
ち
。」
で
！

△
  

美
咲
町
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
岸
田
吟
香
が

「
卵
か
け
ご
飯
」
を
全
国
に
広
め
た
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る

△ 
義
援
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、5
3
5

枚
の
〝
思
い
〞
を
福
島
へ
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付
け
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て
町
が
積
極

的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
球
に
優
し

い
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
、
岡
山
県
の
エ
コ
商
品
に

も
認
定
さ
れ
、
町
内
外
の
一
般
家
庭
の
花
壇

や
ピ
ザ
窯
と
し
て
、
ま
た
町
内
に
新
築
中
の

中
学
校
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
食
堂
か
め
っ
ち
。」

前
の
黄
福
広
場
の
一
角
に
、
黄
福
の
オ
ブ

ジ
ェ
〝幸
せ
の
「
あ
い
の
す
」〟
が
お
目
見
え
。

県
の
補
助
金
を
受
け
、
黄
福
の
レ
ン
ガ
約
５

千
個
を
使
用
し
て
町
が
制
作
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

で
、
幸
せ
な
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
拠
点

と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

第
３
章

黄
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

黄
色
と
言
え
ば
、
１
９
７
７
年
に
上
映
さ

れ
、
第
１
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し

た
映
画
「
幸
福
（
し
あ
わ
せ
）
の
黄
色
い
ハ

ン
カ
チ
」
を
思
い
出
し
ま
せ
ん
か
!?

町
で
は
、
こ
の
映
画
を
ヒ
ン
ト
に
昨
年
か

ら
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
美
咲
町

を
訪
れ
る
方
に
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
お
う
と
、
町
内
の
観
光
施
設
で
は
、
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
で
お
客
様
を
お
出
迎
え
。
毎
秋

開
催
さ
れ
て
い
る
「
た
ま
ご
ま
つ
り
」
で
は
、

１
日
限
定
で
歩
行
者
天
国
と
な
る

〝
黄
福
通

り
（
亀
甲
商
店
街
）〟

が
、ハ
ン
カ
チ
で
「
黄

色
一
色
」に
染
ま
り
ま
す
。
ま
た
町
内
の
小
・

中
学
生
１
、
３
０
０
人
が
、
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
１
枚
１
枚
に
、「
甲
子
園
に
出
場
」
、「
保

育
士
に
な
り
た
い
」
な
ど
、
将
来
の
夢
や
願

い
、家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
書
き
込
み
、

そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
巨
大

な
ハ
ン
カ
チ
に
縫
い
合
わ
せ
て
町
内
に
展
示

す
る
な
ど
、「
町
」
は
着
々
と
町
民
の
手
に

よ
っ
て

〝
黄
福
色〟

に
染
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。最

近
で
は
、解
体
前
の
中
学
校
の
校
舎
に
、

在
校
生
・
卒
業
生
ら
が
、
校
舎
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
や
、
学
生
生
活
の
思
い
出
な
ど
を
書

き
込
ん
だ
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
を
屋
上
か
ら
飾

る
な
ど
、
そ
の
光
景
は
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン

シ
ー
ン
の
よ
う
で
し
た
。

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の

復
興
に
対
し
ま
し
て
も
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
か
ら「
何
か
で
き
な
い
か
」
、「
何
が
で
き
る

か
」
と
考
え
、
少
し
で
も
被
災
地
、
被
災
さ
れ

た
方
の
「
活
力
」
や
「
元
気
」
に
繋
が
れ
ば

と
、「
黄
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
～
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
被
災
地
へ
」と
題
し
て
、町
民
の
方

や
美
咲
町
を
訪
れ
る
観
光
客
の
方
に
黄
色
い

ハ
ン
カ
チ
を
販
売
（
義
援
金
）
し
、
励
ま
し

や
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
実
施
期
間
は
わ
ず
か
１
ヵ
月
あ
ま
り
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
義
援
金
や
５
３

５
枚
も
の

〝思
い〟

が
集
ま
り
、７
月
下
旬
、

福
島
県
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
美
咲
町
で
す

が「
美
咲　

黄
福
物
語
」が
今
で
き
る
支
援
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

黄
色
は
幸
せ
を
招
く
色
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

美
咲
町
で
は
、そ
の
「
黄
色
」
と
「
幸
福
」

を
か
け
合
わ
せ
た
言
葉
…
美
咲
町
名
物
卵
か

け
ご
飯
を
は
じ
め
と
す
る
『
黄
福
』
な
「
食
」

や
「
風
景
」
に
数
多
く
出
会
え
、
美
咲
町
を

訪
れ
る
方
に
〝
幸
せ
な
気
持
ち
〟
に
な
っ
て

も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
〝
宝
〟
を
利
用
し
た
、
新
し
い
観

光
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
美
咲
町
ら
し
い
〝
黄
福
〟
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た「
黄
色
」
と
い
う
〝
色
〟
を
テ
ー
マ
に

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
も
〝
黄
福
探
し
の
旅
〟
に
美
咲
町

を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
!!

（
産
業
観
光
課　

川
島　

聖
史
）

△

都
市
農
村
交
流
の
仕
掛
け
人
木
場
一
昭
さ
ん

（
奥
か
ら
２
人
目
）

△ 
義
援
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、5
3
5

枚
の
〝
思
い
〞
を
福
島
へ

△

 

着
色
料
を
使
わ
な
い
黄
色
い
耐
火
レ
ン
ガ

（
黄
福
の
レ
ン
ガ
）
を
使
用
し
た
「
幸
せ
の

〝
あ
い
の
す
〞」

△

 

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
1
枚
1
枚
に
夢
や
願
い
を

込
め
て
！
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随 想

先
ず
、
本
年
3
月
11
日
発
生
の
大
震
災

に
お
い
て
、
不
幸
に
も
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
、
想
像
を
絶
す
る
被
害
に
見
舞
わ
れ

た
市
町
村
の
皆
様
に
対
し
て
、
心
よ
り
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
東
通
村
に
お

い
て
は
、
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
も
な

か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
に
対
し
て
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
初
に
、
東
通
村
は
、
面
積
は
約
2
9

4
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
29
の
集
落
が
点

在
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
産
業
は
第
一
次

産
業
で
あ
り
、
太
平
洋
と
津
軽
海
峡
に
面

す
る
約
65
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
沿
岸

が
あ
り
、
サ
ケ
等
の
魚
種
の
ほ
か
、
ア
ワ

ビ
等
の
貝
類
、
コ
ン
ブ
等
の
海
藻
類
の
宝

庫
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
村
内
に
は
核
と
な
る
集
落
が
な

い
こ
と
に
よ
り
、
開
村
以
来
、
昭
和
63
年

ま
で
、
役
場
庁
舎
を
「
む
つ
市
」
に
置
い

て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
道
路
、
集
会
施
設
、

学
校
関
連
施
設
、
第
一
次
産
業
振
興
な
ど

の
基
盤
整
備
が
遅
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

60
年
当
時
、
地
理
的
な
理
由
か
ら
何
度
も

消
え
て
い
た
「
村
役
場
の
村
内
移
転
」
が

重
点
施
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
前
村
長
の

川
原
田
敬
造
氏
は
、「「
天
の
時
、
地
の
利
、

人
の
和
」
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
事
が
成
就

で
き
た
。」
と
す
る
庁
舎
を
、
平
成
元
年

村
政
百
周
年
に
合
わ
せ
て
、
63
年
秋
に
現

在
の
地
に
新
築
落
成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
体
育
館
等
行
政
の

中
枢
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
の
で
あ

り
ま
す
。

私
は
、
前
村
長
の
急
逝
に
よ
り
、
平
成

9
年
に
村
長
に
就
任
す
る
と
す
ぐ
に
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
着
目
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
駆
者
で

あ
る
地
域
医
療
振
興
協
会
と
の
連
携
に
よ

り
、
平
成
11
年
度
に
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
12
年
度
に
は
診
療
所
、
そ
し
て
、

15
年
度
に
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設

さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
我
が
村
は
、
原
子
力
発
電
所
の

立
地
が
行
政
の
中
心
施
策
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。
電
力
事
業
者
の
電
力
供
給
計
画
で

は
、
東
北
電
力
が
2
機
、
東
京
電
力
が
2

機
、
合
わ
せ
て
4
機
の
計
画
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
昭
和
40
年
、
当
時
の
議
会
が
誘

致
の
決
議
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
非
常
に

重
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
東
北
電
力
の
1

号
機
は
、
平
成
17
年
12
月
に
運
転
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
が
、東
京
電
力
1
号
機
は
、

度
重
な
る
計
画
変
更
に
よ
り
、
本
年
1
月

に
本
格
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
原
子
力
発
電

所
の
運
転
に
伴
い
、
平
成
16
年
度
に
は
、

消
防
署
の
併
設
と
い
う
、
全
国
で
も
稀
な

原
子
力
防
災
拠
点
施
設
も
こ
の
中
心
地
に

整
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
将
来
を
担
う
人
材
育
成
、
教
育

環
境
の
整
備
充
実
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
平
成
16
年
度
、「
東
通
村

教
育
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員
会
」
で
策
定
さ

れ
た
「
教
育
環
境
デ
ザ
イ
ン
ひ
が
し
ど
お

り
21
」
に
基
づ
き
各
種
施
策
を
展
開
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ

ま
で
比
較
的
小
規
模
の
学
校
が
各
集
落
に

点
在
し
て
い
た
も
の
を
、
小
学
校
、
中
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
を
こ
の
中
心
地
に

統
合
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育

効
果
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
い
よ
い
よ
平
成
24
年
に
は
、
保
幼
園

が
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
・
小
・
中

一
貫
教
育
と
い
う
教
育
デ
ザ
イ
ン
の
柱
が

整
う
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
心
地
整
備
計
画
の
一
環
と
し

て
、
人
口
定
住
の
た
め
の
住
宅
地
の
整
備

も
進
め
て
き
ま
し
た
。
住
宅
地
全
体
が
人

間
の
目
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
瞳
の
里
」

と
し
て
平
成
14
年
度
か
ら
一
部
分
譲
を
開

始
し
、
併
せ
て
、
分
譲
地
の
周
り
に
は
、

村
営
、事
業
者
の
集
合
住
宅
も
整
備
さ
れ
、

中
心
地
の
様
相
を
呈
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
庁
舎
移
転
時
に
人
口
が「
0
」で
あ
っ

た
も
の
が
、
現
在
は
、
約
3
0
0
名
が
定

住
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
商
業
施
設
が

な
い
こ
と
か
ら
、
第
一
次
産
業
の
活
性
化

の
た
め
に
も
、
中
心
地
に
産
地
直
接
販
売

施
設
を
計
画
し
て
お
り
、
24
年
度
中
に
は

営
業
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。こ

う
し
て
、
私
は
、
平
成
9
年
に
村
長

に
就
任
し
て
以
来
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

施
設
、
小
学
校
、
中
学
校
、
保
幼
園
の
教

育
施
設
、
消
防
署
、
原
子
力
防
災
拠
点
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
、
人
口
定
住
の
た
め

の
宅
地
の
整
備
な
ど
、
中
心
地
を
拠
点
と

し
、
住
ん
で
み
た
く
な
る
村
づ
く
り
を
一

貫
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
3
月
11
日
の

大
震
災
に
よ
る
、様
々
な
問
題
か
ら
、益
々

困
難
な
行
政
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
当
村
の
一
層
の
地
域
振
興

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
一
言
、
一
刻
も
早
く
、
被
災

者
の
心
が
癒
え
、被
災
地
の
復
興
が
進
み
、

原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
が
収
束
す

る
こ
と
を
、
心
よ
り
念
願
い
た
し
ま
す
。

越え
ち 

善ぜ
ん

　
靖や

す 

夫お

役
場
庁
舎
村
内
移
転
と

中
心
地
整
備

青
森
県
町
村
会
長

東ひ
が
し
ど
お
り通

村
長
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